
  2回の震度7の強い揺れで棹石（300～400Kg）は真上に跳ね上がり倒壊したと考えられます。
  施工法の違いで強い地震後の状況に大きな差が出ています。



石匠では石材の底面に石と石が直接触れないように専用の鉛を敷き、更に鉛の内側に「耐震シーリング剤」を施し
石と石を接着、シーリング剤の半粘性で免震効果があり、更に石材を載せた接地面の縁にも全て「耐震シーリング剤」を

施工します。

また、石材の接合部には「ステンレスあいば」を石の溝に入れその部分にエポキシボンドを流し入れ強力に接合する施工をしています。
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